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No 和　　　暦 西　　　暦 規模 震央位置 規模 状　　　　況M m
1 嘉祥3 850 7．O 39，1’N，140．O．E2 出羽国府から4kmまで海水浸入
2． 仁和3－V1l－6887－V皿1－2 6．5 37．5，　138．1。2 越後，溺死数千人
3． 寛治6－V皿1－3 1092－IX－13一 ■ ■ 越後
4． 興国2－1X－13134ユーX－31’ ■ 一 津軽十三湖
5． 慶長19－X－251614一㎜一267．7 37．5，　138．O．2 越後高田に津波？震域広い
6 寛保1－W－191741－V㎜一296．9 41．5，　139．403 北海道松前大島噴火，流死1，475人
7 宝暦12－lX－151762－X－316．6 38．1，　138．7’1 佐渡，鵜島村で流家26
ポ 明和3－I－281766－m－8 6．9 40．8’　140．6’’ 青森市湖■1に津波
9 寛政4－IV－241792－VI－136．9 43．6，　140．3。2 積丹沖
10 寛政4一㎜一281793－II－8 6．9 40．7，　140．001 西津軽
11 文化1－VI■4 1804－VH－107．1 39．O．　140，0．1 「象潟地震」
12 文化7－V皿1－27 1810－IX－256．6 39．9，　139．9． 1？ 男鹿半島
13 天保4－X－261833一㎜一277．4 38，7，　139．2．2 津波は松前，津軽から新潟，佐渡
14． 天保5－I－1 1834－II－9 6，4 43．3’　141．4白■ 石狩
15 昭和14－V－11939－V－1 7．0 40．0’　139．8’一1 「男鹿地震」
16 昭和15－W皿一21940－V10－27．0 44．10　139．5。2 天塩溺死10
17 昭和22－Xl－41947－X1－4 7．O 43．8．　14LO＾ 1 留萌西方，利尻島沓形1m
18 昭和39－V－71964－V－7 6．9 40．3，　139．O。一1 青森県西方沖
19 昭和39－V1－161964－V1－167．5 38．4，　139．2’2 「新潟地震」
20 昭和58－V－261983－V－267．7 40．4’　139．1．2，5 「日本海中部地震」，日本溺死ユOO，韓国3















































国別 日 本 韓国
県，道 北海道 青 森秋 田 鳥根 その他 合計 江 原道府県 慶尚北道
人的被害
死 者 4 17 83 0 o 104 1（東海市）
行方不明 ■ 皿 ■ ■ 一 L 2（臨院）負傷者 24 25 265 5 5 324 2（臨 院）
家屋被書
全壊流失 5 447 1，132 o 2 1．5841
半 壊 16 8652，622 O 2 3，5050
破 損 69 3，1082．867 o O 5，95422
床上浸水 27 62 65 141 3 398一
床下浸水 28 152 277 277 8 74219
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固g．14
1940年8月2日の神威岬沖地震津波の津波高分布．
Distribution　of　height　of　the　Kamuizaki－0ki　Earthquake－Tsunami　of
1940－Vm－2，〃＝7．5，朋＝2．unit：m．
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Fig．15
1940年8月2日の神威岬沖地震津波の数値計算結果．
Resu1t　of　the　numerica1ca1cu1ation　of　the　Kamuimisaki－Oki
Tsunami．
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図16　1741年8月29日の寛保地震津波の津波高分布．
Fig．16　Distribution　ofheight　ofthe　Kampo　Earthquake－Tsunami　of1741－Vlll
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Fig．17
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！741年8月29日の寛保地震津波の数値計算結果．
Resu1t　of　the　numerical　ca1cu1ation　of　the1741Kampo　Tsunami．
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ii．そのような場所というのは，震源の方向に突き出した岬状の海岸線の所が多い．
iii．現実の津波の浸水高の分布は，200m以浅の海域を200m深の海に置換えた5km×5
　km程度の格子問隔の海底モデルによる数値計算結果で，ほぼ分布のパターンは説明され
　うる．さらに，Shuto（1972）公式等による斜面での増幅効果を組み合わせれば，量的にも
　より良く近似される．
iV．震源に極めて近い海岸をのぞいて，やや遠方の津波高の分布のパターンは，津波波源域
　内部での海底隆起・陥没の分布状況が現実に近いモデルを与えたときはもちろん，図12に
　示すような簡単なモデルを初期変位としたときでも，かなり良い計算結果が得られる．
V．定量的な吟味なしに，浅い海域による「レンズ効果」という解釈を与えるのは危険であ
　る．
　ここに結論として得られた知識はどれも，日本海沿岸各地の津波対策に有益であろう．
　　　　　　　　　　　　　　　＊　　　　　　　　＊　　　　　　　　＊
　この研究は，主要災害調査として始められ，科学技術庁振興調整費による，「日本海中部地
震に関する緊急研究」の一環として引き継がれ，日韓科学技術協力の海外出張旅費による韓
国での調査資料の収集成果を加えて行われたものである．
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